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２０１５年度の傷害報告統計から

今年度は2014年度に比し受講者数が1,500名程増加したにも
関わらず、今年度の受傷率は０.３０％で (2014 ; 0.33％、
2013 ; 0.34％) 減少傾向にある。

今年度の特徴として女性の４０歳以上の傷害事故が５８％、
５０歳以上では４７％を占め、圧倒的な傷害発生率となって
いる。スキーのレベルでは中・上級者がほぼ同じ同数でしか
も８２％が講習中、緩・中斜面で生じている。

男性を含めた全体でも５０歳以上では６９％、４０歳以上で
は８５％を占める状況であった。

傷害部位では膝と肩の損傷に傷害発生が多く、膝は靱帯損傷
が、肩は脱臼・骨折と特徴的なケガとなっている。

高齢と云われる年代の傷害は長期間の治療を要することから
も、傷害の発生しないような取り組みが必要と思われる。



【2015年度傷害事故集計表】
2015年度 提出483件 受講者数 6,299名 受傷者数 19名 受傷率 0.30%
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• スキー指導における留意点
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【受傷原因】

昨年度に比し衝突事
故が大きく減少してい
る。

衝突事故の減少はみられ
る一方で、自己転倒比率
が増加している。
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「ＦＩＳの安全１０則」を思い
出して。
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・講習中の事故２８％も
上昇している。

・自由時間や練習中が
共に１４％減少してい
る。
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【傷害発生時の状況】

・生徒の安全確保を

・単独事故の増加からも無理
のない技術/安全指導を心
掛けて欲しい。



【衝突時の状況】

周囲への注意が疎かに

◎指導者は中級者への
基本となる「周囲の状
況、後方の確認」を
十分するよう指導する
ことが重要。
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【斜度、混雑状況と傷害度数】

混雑していない

中・緩斜面で事故が

多い

正しい状況判断
・課題の与え方
・スタート前の

安全確認

・中・緩斜面と云う
安心感
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【雪質、斜面状況別傷害事故度数】

• 踏み固めたスムー
ズな斜面で圧倒的
に多い
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• 新雪・湿雪・粉雪に
おいても傷害の発
生がみられる。

オフピステの危険
性の認知が必要
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【全受傷者に対する年齢層別比率】

受傷者構成
比で50歳以
上は６９％、
約７割を占
め、40歳以上
では８５％を
占める状況と
なっている。

2013年度 2014年度

受傷者の年
齢構成比で
50～60歳代
が毎年増加
し、２０１５年
度は前年よ
り23％増加し
た。
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【年齢と傷害重度との関係】

未受診者も見られる
が出来うるなら帰京
後医療機関にかかる
ことをお勧めする。

運動能力･体力
自己の意識（バラ
ンス・リカバリー
能力）と実際との
乖離

中高年に集中し、傷害の程度が
重症化傾向にある。



【受傷までの滑走日数】

滑走日数１０日までに
１００％の傷害が発生
している

身体が適応するま
で無理をしない、
させない。
思い出しても
気を引き締めて！
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【傷害の種類】

打撲、靱帯周囲の損
傷、骨折が比較的多
いが、擦過傷・刺創や
脱臼、捻挫も１０％以
上を占めていることか
らも、傷害は満遍なく
発生している。
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【受傷部位】

２０１4年度

2015年度と2014年度比較



【受傷部位】
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受傷部位の構成は昨年
と殆んど変わらず、膝と
肩の傷害が非常に多い
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【傷害部位と外傷の種類】

• 膝はねじれに
よる損傷、靱
帯、脱臼、捻
挫が多くみら
れる。

• 肩に関しては
脱臼・骨折と
傷害の程度
が大きい。



【年齢別、性別の骨折の割合】

２０１５年度は圧倒的に
女性の傷害者が多く発
生し、しかも５０歳以上
の占める割合が５０歳
以下の約倍となってい
る。

しかも傷害の程度が骨
折など重傷化している。

年齢に合わせた運
動を提供し、傷害を
未然に防ぐ環境を
作ることが必要。
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自分で
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ビンディングの強度
指導員による調整
は後での補償問題
が発生した時に問
題が生じる可能性
があるので注意が
必要。

ＰＬ法については
引き続き注意喚起
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【傷害保険の種別】

自己傷害・対人・対物

の３点セットの増加がみ
られる。

また事故傷害のみの比
率も増えている。

スキーでは相手を
伴うこともあるの
で、自己、対人、
対物の３点セット
で!!

自己傷害

23% 対人
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対物

24%

自己＋対人

10%

自己＋対物

10%対人＋対物
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• 受講生の状況把握の重要性

スキー学校での配慮事項

男女、年齢層

• 他の講習との位置関係に要配慮

• 混雑していない中斜面、緩斜面は要注意

障害の発生が多い。

• 用具の選択、調整の指導

• 適切な保険



指導者の配慮事項

• 指導者はヘルメット･帽子をかぶっていますか？

• 講習場所の安全に配慮していますか？

• ストックを振って合図していませんか？

• 講習中、生徒の技術を超えた技術を使って滑って
いませんか？

• 多人数を一列で滑らせていませんか？

• リフトの正しい利用の仕方（乗り降り、セーフティー

バー）やストックの安全な持ち方を指導していま
すか？

• 各指導者は事故に対処できますか？

• 事故時の連絡体制を確立してありますか？

雪面が圧雪されてい
ますので頭部保護の
観点からも

尖っている方を人に
向けるのは・・。

隊列に人が飛び込ん
でくる可能性があり
ます。

降車時リフトが持ち
上がることを知って
いますか。
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